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外国人に対する診療経験
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しＸ

考
っ
戻
一
回
Ｔ

け
入
れ
に
つ
い
て
「
現
状
で
可

能
」
な
の
は
二
〇
％
前
後
。
‐
。
医

科
で
三
四
％
、
歯
科
で
四
四
％

が
「
条
件
が
整
え
ば
可
能
」
と

回
答
し
た
。
通
訳
、
保
険
加
入

の
ほ
か
日
本
の
医
療
制
度
・
習

慣
の
Ｐ
Ｒ
、
外
国
の
習
慣
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

　
「
英
語
の
レ
ヅ
ス
ン
を
受
け

て
い
る
」
『
ア
ル
ペ
ソ
期
間
中

は
語
学
の
で
き
る
身
内
に
来
て

も
ら
う
』
な
ど
の
努
力
も
し
て

い
る
が
「
医
聊
こ
患
者
の
問
題

で
な
く
、
国
と
国
と
の
問
題
だ
」

　
広
が
る
経
済
問
題

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
Ｈ
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
会
員

で
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
岩

井
く
に
医
師
（
国
保
広
田
診
療

所
長
）
の
話
貴
重
な
意
見
を

の
意
見
も
。
「
県
な
ど
公
的
機

関
の
協
力
が
必
要
」
「
各
地
域

に
専
門
的
な
医
療
機
関
が
必

要
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
県
国
際
交
流
協
会
は
協
力
を

求
め
た
県
医
師
会
、
県
歯
科
医

師
会
な
ど
に
結
果
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
診
療
に
役
立
つ
各

国
語
の
問
診
表
の
作
成
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
。
調
査
結
果
は
、

同
協
会
の
機
関
紙
七
月
号
に
掲

載
す
名
。
九
月
に
は
長
野
県
松

杢
巾
で
開
か
れ
る
日
本
国
際
保

健
医
療
学
会
に
報
告
す
る
予
定

だ
。

寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に

感
謝
し
た
い
。
予
想
よ
り
も
保

険
加
入
者
が
少
な
く
、
経
済
的

な
問
題
が
岩
手
で
も
起
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
問
題
は

医
療
だ
け
で
は
な
い
。
多
く
の

人
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

保
険
加
入
、
４
割
だ
け

ご
国
際
化
時
代
‘
の
体
制
望
む

　
県
内
で
も
多
く
の
医
療
機
関
が
外
国
人
の

診
療
を
経
験
し
、
言
葉
や
診
療
費
支
払
い
な

ど
で
悩
む
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
、

県
国
際
交
流
協
会
（
中
村
直
理
事
長
）
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か
っ
た
。
県
内
で
の
外

国
人
医
療
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は

初
め
て
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
雇
用
な
ど
で

本
県
を
訪
れ
る
外
国
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
だ
け
に
、
国
際
化
時
代
に
応
じ
た
体
制
整

備
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
調
査
は
五
月
に
郵
送
で
実
施
’

　
し
た
。
外
国
人
登
録
数
の
多
い

　
自
治
体
や
来
年
二
月
の
世
界
ア

　
ル
ペ
ン
大
会
の
会
場
周
辺
の
町

。
村
な
ど
を
重
点
と
し
、
医
科
五

　
百
六
十
二
、
歯
科
百
十
一
の
計

　
六
百
七
士
二
施
設
を
対
象
と
し

　
た
。
回
収
率
は
医
科
四
三
％
（
二

　
百
四
十
一
）
、
歯
科
四
五
％
（
五

　
十
）
だ
っ
た
。

　
　
こ
の
結
果
、
外
国
人
の
診
療

　
経
験
は
医
科
で
六
二
％
、
歯
科
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六
四
％
に
上
っ
た
。
三
年
度
に

受
診
し
た
外
国
人
患
者
は
延
べ

五
百
九
十
人
。
女
性
が
男
性
を

上
回
り
、
年
齢
は
二
十
、
三
十

代
が
群
を
抜
い
て
多
い
。
患
者

の
出
身
地
域
は
ア
ジ
ア
が
半
数

を
超
え
、
次
い
で
北
米
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
。

　
医
療
保
険
加
入
は
医
科
、
歯

科
と
も
四
〇
％
余
に
す
考
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
「
無
保
険
者

で
費
用
を
持
参
Ｌ
な
い
た
め
納

入
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
」

　
‐
‐
‐
。
保
険
が
な
い
と
痛
撃
″
な
り

徴
収
し
に
く
い
」
「
病
気
の
程

度
で
保
険
を
持
た
な
い
人
は
無

料
に
し
て
い
る
」
な
ど
医
療
機

閥
側
の
苦
慮
が
う
か
が
え
る
。

　
実
際
の
診
療
の
際
に
言
葉
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た
の
は
医
科

で
一
九
％
、
歯
科
で
一
二
％
。

通
訳
が
い
た
り
、
患
者
が
日
本

語
や
英
語
を
話
せ
る
場
合
以
外

は
身
ぷ
り
手
ぶ
り
も
交
え
て
苦

労
し
て
い
る
。
「
言
っ
て
い
る

こ
と
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
る

か
疑
問
」
「
患
者
の
訴
え
が
は

っ
き
り
し
な
い
」
な
ど
の
声
が
。

寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
「
医
療
シ
ス
テ
ム

が
違
う
の
で
十
分
な
説
明
が
必

要
」
「
習
慣
の
違
い
で
薬
の
服

用
を
拒
否
Ｅ
れ
た
」
な
ど
文
化

や
習
慣
の
違
い
に
よ
る
問
題
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
受
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